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研究成果の概要： 本研究では，放物型ベルグマン空間におけるカールソン測度の特徴付け，幾

つかのノルム不等式の研究を行い，幾つかの結果を得た。具体的には，放物型ベルグマン空間

におけるカールソン測度の特徴付けを与えた。カールソン測度の特徴付けや幾つかのノルム不

等式の研究に関連して，放物型ベルグマン空間上の積分作用素であるトェプリッツ作用素の解

析についても行った。特に，有界性やコンパクト性について特徴付けを行った。また，放物型

ベルグマン空間の共役調和関数について研究を行い，分数ベキ微分の概念を用いて，それらの

性質についてほぼ明らかに出来たと考える。 
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１．研究開始当初の背景 

本来のベルグマン空間は，単位円板上の正

則関数から作られる関数空間であった。これ

らの研究は，１９８５年くらいから始まった。

また，この空間やその上の作用素などの解析

には，主として複素関数論的な手法が多く用

いられた。その後，単位球上への拡張やより

一般的な領域への拡張などが行われ，１９９

６年には，ユークリッド空間の上半平面上の

調和関数から作られる調和ベルグマン空間

へと拡張された。この研究結果は， 
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にある。西尾，下村，鈴木らは，この調和と

いう概念を捉えなおし，調和関数が，より一

般的な放物型方程式の解となっていること

を示した。粗く言えば，０＜α≦１に対し，

ある分数べきの放物型方程式を考え，α＝

1/2 のときの解が，調和関数となることを示

した。さらに，全ての０＜α≦１に対し，解

空間を定義し，それらを放物型ベルグマン空

間と呼び，それらの空間の基本的で重要な性

質を導き出した。 

 
 
２．研究の目的 

本研究では，西尾，下村，鈴木らが導入し

た放物型ベルグマン空間を中心として，それ

に付随して定義される放物型ハーディー空

間も含めた解空間の解析，およびそれらの空

間の上で定義される様々な作用素の解析を

行うことを目的とする。ここでは，カールソ

ン測度の特徴付けや，良く知られたトェプリ

ッツ作用素を中心とした積分作用素の解析

を目指す。特にトェプリッツ作用素の可逆性

の特徴付けを目指す。 

また，本来のベルグマン空間やハーディー

空間において，興味を持たれているものの１

つは共役調和関数の性質の解析である。放物

型ベルグマン空間や放物型ハーディー空間

においては，共役調和関数に相当する概念を

どのように定義するかが非常に問題である。

また，その存在性，存在したときの性質の解

析問題等がある。本研究では，共役調和関数

の研究についても取り組み，これらの問題の

解明を目指す。 
 
 
３．研究の方法 

主として，微分方程式論，関数論，及びポ

テンシャル論に関する図書の整備を行った。

特に，分数べきの放物型方程式に関する文献

を整備した。また，大学院生による研究補助

として謝金を計上した。代表者と分担者らが，

各々研究打合せをする旅費，及び研究成果を

発表する国内旅費を計上し，研究打合せと成

果発表を行い，活発に結果について議論等を

行った。 
 
 
４．研究成果 

本研究では，放物型ベルグマン空間におけ

るカールソン測度の特徴付け，幾つかのノル

ム不等式の研究を行い，幾つかの結果を得た。 

具体的には，放物型ベルグマン空間におけ

るカールソン測度の特徴付けについて，

L^{p} 空間から L^{q} 空間について考察し，

特徴付けを与えた。カールソン測度の特徴付

けや幾つかのノルム不等式の研究に関連し

て，放物型ベルグマン空間上の積分作用素で

あるトェプリッツ作用素の解析についても

行った。基本的な有界性やコンパクト性の解

析を行い，有界性やコンパクト性について特

徴付けを行った。これらの結果の他にも，放

物型ベルグマン空間おける，共役調和関数に

ついて考察し，幾つかの結果を得ている。具

体的には，放物型ベルグマン空間の共役調和

関数について，分数ベキ微分の概念を用いて

それらの解析を得ることを目指した。部分的

な課題は残るものの，ほぼ放物型ベルグマン

空間の共役調和関数の性質については明ら

かに出来たと考える。その成果は，２００８

年度秋の日本数学会において講演発表を行

い，論文については投稿中である。 

さらには，トェプリッツ作用素について，

固有値を用いて定義される S^{\sigma} ク

ラス（１≦\sigma＜∞）の特徴付けに関する

研究を行った。これらは，単にS^{\sigma } ク

ラスの特徴付けのみに止まらず，より一般的

にオーリッツ族へと拡張して研究を行った。

この研究の成果も論文として投稿し，すでに

受理されて出版予定である。S^{\sigma } ク



ラス（１≦\sigma＜∞）の更なる研究として，

\sigma＜１なる場合の特徴付けについても

考察している。これを行うため，放物型ベル

グマン空間における簡単な場合のアトミッ

ク分解の概念についても研究を行った。この

アトミック分解の研究については，本研究を

良い機会として，更なる発展の可能性を含ん

でいることが示唆された。\sigma＜１なる場

合の特徴付けについては，トェプリッツ作用

素を定義する測度のベルツィン関数や平均

関数を用いて特徴付けられることが解った。

ベルツィン関数を用いての特徴付けと平均

関数のそれとは，部分的に同値であることも

示した。 
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